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機構賃金交渉で粘り強く追及し大きな成果


２０１７年４月以降の常勤職員の基本給、非常勤の時間給単価を引上げ


かちとる


ここに文字を入力





３月16日、ワン行動デーに集まろう！











期間職員の基本給月額も引上げ





夜間看護等手当


の恒久化を実現





　全医労は３月９日、国立病院機構と５回目となる賃金交渉を行いました。


　交渉の冒頭、機構は「17年度４月より常勤職員の基本給月額、非常勤職員の時間給単価、期間職員の基本給月額の引き上げ、最高号俸の増設、夜間看護等手当臨時措置の恒久化」を回答。


　さらに、「この間、労働組合からの人勧どおりの賃金改定等の要求について検討したが、16年度の赤字をこれ以上悪化させないため、これ以上の給与改定に変更はない」と表明しました。


　交渉は決裂したものの、５回にわたる粘り強い交渉の中で、夜間看護等手当の恒久化をはじめとして一歩ずつ前進回答を引き出したことは大きな成果です。加えて、昨年度を上回る高率でストライキ権を確立したことや、全支部からの理事長宛要請打電と職場決議のとりくみが大きな武器となりました。


　全医労は今後、16年度の賃上げを求めて中央労働委員会へのあっせん申請を行うとともに、これから始まる17年度賃金交渉で大幅賃上げを求めていきます。


　全医労が賃金交渉で勝ち取った成果をすべての組合員、職員に知らせましょう。未加入者には「３・16ワン行動デー」で全医労加入を呼びかけましょう。





なかまを増やして要求実現！





2017年３月  全日本国立医療労働組合(全医労)











　＿＿年＿月＿日





全医労


(全日本国立医療労働組合)は、


国立病院機構で働く職員なら、


誰でも加入できる


労働組合です。











